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考える人、くぼたつのアイデア創造論

“考える仕事”がネットワーク社会を制する

インターネットは反面教師だ。使えば使うほど自分が

何をしたいのか逆に突きつけられる。現に我々ネットワ

ーカーは日夜「俺はいったい何をしたいのか？ どうな

りたいのか？」を考えるのが仕事と化しているではない

か。今日はその「考える」について考えてみたい。

仕事柄、ここ何十年と企画コンペに参加してきた。僕

のような企画マンにとってそのコンペというのは相撲取

りの土俵であり、ボクサーのリングのようなものだ。企画

マン人生で数えてみれば200戦はコンペで戦ってきた。

企画コンペとは早い話がアイデアで勝敗が決まるという

まことにかっこいいが味気ない白昼夢の戦いみたいな

ものだ。そこでは、いかにその時代にビシッと決まった

アイデアを出すかが企画マンの腕となる。これでメシを

食っていこうという以上、多かれ少なかれそこには“考

えるノウハウ”が生まれてくるものだ。

とはいうものの、考えるにはまずは“考えるゴール”が

必要だ。コンペでいうと「お題」がそれで、各社がその

お題についてアイデアを競うわけだ。慣れてくるとすぐ

アイデア出しをはじめるのではなく「考える」前に「想う」

という行為を行う。こいつがことのほか重要で、素人と

プロの第一の違いはここにあるといってもいい。欧米流

にいうとコンセプトなのだが、どうもしっくりこないので、

僕自身は“青写真を出す”と言っている。ちょうど、ぼん

やりと浮かぶ「こうしたい自分的夢の蜃気楼」のようなも

のをスケッチブックに描くようにする。なにかこう、自分

の内面を手探り感覚で少しずつ確かめるような感じで

形作っていく……。この行為がたまらなく面白いと感じ

ればしめたもので、アイデアは良いのが出るものだ。と

にかく優秀なアイデアマンは蜃気楼としてのパラダイスを

具体的なアイデアよりも先に脳裏に描くものだ。そのパ

ラダイスが誰も考え出し得なかった摩天楼で、具体化可

能で、スポンサーの希望にかなっていると「ビンゴ！」だ。

実はこれを生み出す技術は千差万別で王道はない。

ただひとついえる事は、それは真剣に考える時間の長

さに比例するということだ。つまり、何時間考えたかと

いう考えた物理的な時間が質の良いアイデアだしを左

右するのだ。アルキメデスやニュートンのいかにもパッ

とひらめいたアイデアが世界を揺るがす画期的なもの

であったように思われているが、実はそうではなく、考

えて考えて考え抜いた結果として、ポッと浮かんだに過

ぎない。ニュートンはりんごが木から落ちるのを見て引

力を悟った、と歴史はいうがそうではなく、天才が何年

も何年も試行錯誤を繰り返し考えつづけた結果の一瞬

に違いないのだ。

だから一般のサラリーマンも商店街のおじさんも、考

える時間をたくさんとる仕事のやり方に切り替えること

をお勧めしたい。

ふふふ、なにを隠そう、一般のビジネスマンと僕がア

イデア合戦をすると百戦連勝する（自画自賛！）。秘訣は

僕が考える時間をふんだんに費やしているからに過ぎ

ない。昨今の一般のサラリーマンは通常業務に埋没し

ていて、いまにもおぼれそうに見えて仕方がない。だか

ら、あまった時間でアイデアを出すというお粗末な仕事

振りにもよく出くわす始末だ。これじゃあ、どんな天才だ

ってアイデアなんか出るわけがない。つまりは、ネットワ

ーカーとしてはやっていけない計算だ。これでいいのだ

ろうか？

そんなルーチンワークごときはコンピューターにやら

せ、アイデア出しを仕事の中心に据えればいいだけな

のに、なにをもたもたしているのかといつも疑問に思う。

インターネットからいつでも引き出せる情報処理なんぞ

に貴重な時間を使うのは間違っている。これだけ優秀

な日本人でも、事務処理ばかりやってるようじゃ今後の

日本はますますだめになる。今日からでも溜めるのでな

く“考える仕事”に切り替えるべきだ。
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